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書 評

藤本卓司 著

感染症レジデントマニュアル

武田 裕子(東京大学医学教育国際協力研究センター)

基礎医学では細菌学を学んだし，抗菌薬について

も薬理学で教わった．実習した病棟には抗菌薬を投

与されている患者さんもいらした．それなのに，い

ざ主治医として抗菌薬をオーダーしようとしてハタ

と困った研修医は少なくないのではないだろうか．

どの抗菌薬を選べばよいのか，他の抗菌薬ではなぜ

ダメなのか．投与量と投与間隔は本に書いてあると

おりでよいのか…．研修医としてそれぞれの診療科

で各臓器の感染症治療を教わっても，異なる起因

菌，異なる部位の感染症にはすぐ応用できない気が

する．患者さんが高齢であったり，腎機能が低下し

ているとか妊娠中であるとか，考えなければならな

い要素が増えて途方に暮れた経験のある研修医もい

るのではないだろうか．

「感染症」のマネジメントには，細菌に関する知

識，抗菌薬への理解，感染部位や可能性のある起因

菌など疾患に特徴的な事柄の3つの軸に沿って立体

的に考えることが求められる．そのうえで年齢や基

礎疾患の有無など個々の患者さんの状況にあわせた

治療法を選択しなくてはならない．これらを体系的

に教えられたことがないと，いつまでたっても知識

は点と点のままにとどまり，新たな患者さんの治療

を求められたときにアプローチできず悩んでしまう

ことになる．藤本卓司著『感染症レジデントマニュ

アル』は，そのような研修医のために書かれた教科

書である．著者の言葉を借りると，“感染症の「地

図」を持たずに迷子になって右往左往している医学

生・研修医”を対象としている．

藤本卓司先生は市立堺病院の指導医として，“臨

床に役立つ感染症学”をベッドサイドで日々教えて

おられる．ご自身の病院の研修医のために作成して

配布された手作りのテキストが，『感染症レジデン

トマニュアル』の前身である．黄色い表紙だったの

で「黄色本」と呼ばれ，オリジナルが手に入らなく

なってからあとの研修医は一生懸命コピーして使っ

ていたと聞く．その本を見た人や評判を聞いた他院

の医師からも問い合わせが多数寄せられ，伝説のマ

ニュアル的存在であったようだ．今回その黄色本が

さらにグレードアップして「レジデントマニュア

ル」として刊行され，全国の医学生・研修医も手に

とれるようになった．

『感染症レジデントマニュアル』は，白衣のポケ

ットに入るサイズでありながら感染症マネジメント

に必要な事柄が網羅されている．「主な起炎菌と第

1選択薬」の章は細菌のグラム染色のイラストから

はじまり，“臨床上の特徴”という項目には診療に

直結する知識がコンパクトにまとめられている．

「抗菌薬」の章には，薬理学的な特徴に加えて他の

抗菌薬との違いや注意すべき副作用，他剤との相互

作用が記載されており，使い勝手のよさが想像でき

る．さらに，「各種感染症」の章のMemo欄には，

身体診察のポイントから臨床の達人ならではのワン

ポイントアドバイスまで盛り込まれている．通読す

ると，まるで藤本先生の回診にくっついて勉強させ

ていただいているようだ．

感染症はとっつきにくいと感じている学生・研修

医にはもちろん，感染症領域のレベルアップを図り

たい指導医にも役立つ1冊である．起因菌の頻度や

抗菌薬への感受性は施設によって多少異なる可能性

もあるので，研修医は症例ごとに自分の指導医に確

認しながら感染症マネジメントに挑戦してほしい．

この「地図」があれば，楽しみながら感染症を自分

の得意分野にすることがきっとできる．
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